
- 1 -

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

帯広開発建設部 メールマガジン
（20２０/６/２９号）

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜（担当：地域活力支援チーム）

◆ ◆ ◆ も く じ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
１）「民族共生象徴空間」（愛称：ウポポイ）の開業及び開園記念式典について
２）上士幌町の道の駅「かみしほろ」が開業しました。

～熱気球体験搭乗など観光振興のほか防災拠点としての役割を果たします～
３）札内川ダムの放流を行いました。
４）道の駅「あしょろ銀河ホール２１」を今年も花々で彩りました。

～地域の花植え活動（十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート 足寄地域部会）～
５）クリーン・キャンバス・２１の活動について
６）地域活力支援チームの紹介
７）メールマガジンの廃止について

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

１）「民族共生象徴空間」（愛称：ウポポイ）の開業及び開園記念式典について
◇アイヌ文化の復興に関する我が国における中核的な役割を担う施設である「民族共生象徴空間」
（ウポポイ）につきましては、開業を見合わせておりましたが、感染症対策の基本的対処方針や各
種ガイドラインに基づく取組みを十分に講じた上で、ウポポイの開業を７月１２日（日）とし、そ
れに先立つ記念式典を開業前日の１１日（土）に開催することとなりました。

◎報道発表資料はこちらをクリック↓
http://www.mlit.go.jp/report/press/content/001349285.pdf

２）上士幌町の道の駅「かみしほろ」が開業しました。
～熱気球体験搭乗など観光振興のほか防災拠点としての役割を果たします～

◇６月１１日（木）、上士幌町の道の駅「かみしほろ」が開業しました。
国道が交差する交通の要衝に位置し、平時は北十勝観光の拠点として、また、無停電設備を備え

ていることから、災害時には防災拠点としての役割を果たします。
施設では、熱気球の体験搭乗ができるほか、上士幌町産食材を使用したレストランやテイクアウ

トショップ、地場特産品などを購入できる販売コーナーがあり、上士幌町を満喫できます。
レンタサイクルやドッグラン、キッズスペース、２４時間使用できるトイレもございますので、

旅の一休みにもぴったりです。みなさま、ぜひ御利用ください！

３）札内川ダムの放流を行いました。
◇札内川ダムでは、洪水期に備えた貯水容量確保と札内川の礫河原再生を目的とした放流を、６月
２４日（水）午前６時から２６日（金）にかけて行いました。
本放流は、洪水期に備えダムの容量を確保するための放流を活用して河道内の砂や礫を攪乱し、

ヤナギの河床への定着を抑制し札内川の礫河原再生を図るものです。

４）道の駅「あしょろ銀河ホール２１」を今年も花々で彩りました。
～地域の花植え活動（十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート 足寄地域部会）～

◇十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルートの足寄地域部会では、６月２０日（土）午前
６時から、道の駅を利用する方々に楽しんでいただこうと道の駅周辺の花壇へ花植えを行いました。
帯広開発建設部職員も参加しました。
実施にあたっては、マスクの着用や人と人との距離を取った活動、集合場所を分散するなどの新

型コロナウイルス感染防止対策をとりました。
道の駅へお立ち寄りの際には、足寄町の特産品やグルメと併せて、綺麗に彩られた花壇もお楽し

みください。

http://www.mlit.go.jp/report/press/content/001349285.pdf
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５）クリーン・キャンバス・２１の活動について
◇帯広開発建設部では、帯広市のボランティア清掃活動「クリーン・キャンバス・２１」に毎年参
加しています。
今年は新型コロナウイルス感染症の影響で春の全体清掃は中止となりましたが、庁舎周辺と中央

公園については、６月から１１月にかけて、お昼休みに帯広開発建設部職員がゴミ拾いを行います。
緊急事態宣言は解除されましたが、引き続き「３密」を避けつつ、帯広市の環境美化・保全に貢

献いたします！
※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止する場合がございます。

６）地域活力支援チームの紹介
◇帯広開発建設部では、地域のみなさまの声を聞き、必要な技術や情報を提供できるよう、地域の
窓口として「地域活力支援チーム」を設置しています。御要望等ございましたら、お気軽にお問い
合わせください。

◎ 地域活力支援チームの詳細はこちらをクリック↓
http://www.hkd.mlit.go.jp/ob/tiiki_sinkou/ctll1r0000002ni5.html

７）メールマガジンの廃止について
◇帯広開発建設部が進めている事業などを知っていただこうと始めたこのメールマガジンですが、
平成３０年６月に帯広開発建設部のツイッターアカウントを開設したことに伴い、誠に勝手ながら、
今月号をもって終了させていただくこととなりました。
帯広開発建設部ツイッターでは、メールマガジンと同様の情報だけではなく、地域情報や防災・

災害情報などもよりタイムリーに、写真なども掲載して発信しておりますので、是非ともフォロー
していただけますようお願いいたします。

◎帯広開発建設部Twitterはこちらをクリック↓
http://twitter.com/mlit_hkd_ob

◎北海道開発局関係機関のTwitter・Facebookのリンク集はこちらをクリック↓
http://www.hkd.mlit.go.jp/ob/info/u23dsn00000000es.html

☆（このメールは送信専用アドレスから配信しております。）
当メルマガへの御意見・御感想などございましたら、御遠慮なく、下記アドレスまで
お知らせ下さい。

E-mail ： hkd-ob-katsuryoku@gxb.mlit.go.jp
なお、当メールを皆様の職場で、広く御覧いただければ幸いです。

・・・地域活力支援チーム・・・・・・・・・・・・・・・・・
（ダイヤルイン）

技 術 管 理 課 長 三浦 勝義 0155-24-2904
広 報 官 土屋 順治 0155-24-3193
防 災 対 策 官 泉澤 克文 0155-24-3194
地 域 振 興 対 策 官 前田 まりこ 0155-24-3195

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

http://www.hkd.mlit.go.jp/ob/tiiki_sinkou/ctll1r0000002ni5.html
http://twitter.com/mlit_hkd_ob
http://www.hkd.mlit.go.jp/ob/info/u23dsn00000000es.html

